
                     やすらぎ通信 第 57 号 2015 年 12 月 1 日発行                        

    
 

 

「
終
活
」 

某
証
券
会
社
か
ら
静
岡
で
「
終
活
」
講
演
会
の
誘
い
を
受

け
ま
し
た
。
特
別
用
事
も
な
か
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
話
か
聞

い
て
み
よ
う
か
と
出
向
い
た
処
、
多
く
の
老
夫
婦
二
百
人
位

の
人
の
集
ま
り
で
驚
き
ま
し
た
。 

講
演
会
の
内
容
は
、
終
活
の
言
葉
は
週
刊
紙
の
特
集
で
、

「
就
活
」
を
「
終
活
」
と
言
い
直
し
、
人
生
最
後
の
生
き
方

み
た
い
な
言
い
方
で
編
集
を
試
み
た
処
、
最
初
は
そ
れ
ほ
ど

で
も
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
次
第
に
「
終
活
」
の
言
葉
が

使
わ
れ
始
め
、
昨
今
で
は
、
「
介
護
」「
認
知
」
な
ど
の
言
葉

と
共
に
、
文
字
や
画
面
で
見
な
い
日
は
な
い
く
ら
い
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ
け
、
長
寿
老
人
も
増
え
、
終

末
の
心
配
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
た
か
ら
に
他
な
り
ま

せ
ん
。 

さ
て
、
終
活
の
語
源
は
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
終
末
問
題

に
か
か
わ
る
問
題
は
多
々
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

財
産
相
続
の
問
題
は
じ
め
、
葬
儀
の
問
題
、
お
寺
の
問
題
、

墓
地
の
問
題
、
保
険
の
問
題
、
な
ど
頭
の
痛
い
問
題
で
、
簡

単
に
一
人
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

そ
こ
で
エ
ン
デ
イ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
、
自
分
の
歴
史
と
い
う

か
、
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
今
一
度
確
認
し
て
、
子
供
や
残
さ

れ
た
も
の
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
伝
え
る 

べ
き
こ
と
は
生
き
て
い
る
間
に
伝
え
、
渡
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
い
う
の
で
す
。 

後
の
事
は
勝
手
に
や
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
。
死
ん
だ
ら
海

に
で
も
ま
い
て
く
れ
。
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
セ
リ
フ
で
す
。

生
活
そ
の
も
の
に
も
立
ち
入
る
の
で
周
囲
の
者
の
は
意
見
し

づ
ら
い
も
の
で
し
た
。 

し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
多
様
化
の
時
代
に
な
り
、
財
産
の
問

題
を
は
じ
め
自
分
で
整
理
し
て
お
く
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
し
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、
残
さ
れ
た
者
が
大
変
苦
労

し
た
事
例
を
多
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

小
生
も
多
少
の
経
験
か
ら
、
早
速
、
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
資
格
を
習
得
す
べ
く
、
久
々
に
テ
ス
ト
を
受
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。
妻
も
同
じ
テ
ス
ト
を
受
け
、
終
活
に
関
す
る
問
題

解
決
に
少
し
で
も
お
役
に
た
て
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。 

専
門
外
の
解
決
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
先
ず
、
お
話
を
聴
き
、

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
か
、
方
向
性
だ
け
で
も
ご
相
談
に

の
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
色
々
な
方
面
の
専
門
家
も
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
寺
を
開
放
し
、
終
活
駆
け
込
み

寺
と
し
て
、
問
題
解
決
に
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

「
終
活
」
と
は
、
人
生
の
終
焉
を
考
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、

自
分
を
見
つ
め
今
を
よ
り
よ
く
自
分
ら
し
く
生
き
る
活
動
の

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

長
生
き
し
た
い
の
は
人
の
常
で
す
が
、
日
本
最
長
寿
の
ま

ち
長
野
の
佐
久
市
に
最
近
、
ピ
ン
コ
ロ
地
蔵
を
安
置
し
た
ら

大
変
な
賑
わ
い
だ
そ
う
で
す
。
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
と
い
う
訳

で
す
。 

古
希
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
も
よ
い
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 
合
掌 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

 

十
二
月 

○
道
了
講 

 
 

1
日 

○
小
川
家
法
事 

 
 

5
日 

○
加
藤
家
法
事 

 
 

6
日 

○
和
田
家
法
事 

 
 

7
日 

○
中
島
家
法
事 

 
 

 

○
西
島
家
法
事 

 
 

12
日 

○
水
野
永
代
供
養 

 
 

13
日 

○
渡
辺
家
法
事 

 
 

 

○
地
蔵
講 

 
 

15
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
三
浦
家
法
事 

 
 

9
日 

○
餅
つ
き
･し
め
縄
･
大
掃
除
･忘
年
会 

20
日 

○
伊
与
田
家
仏
壇
供
養 

 

23
日 

○
伊
藤
家
法
事 

○
須
川
家
法
事 

 
 

 

○
大
晦
日
・
除
夜
の
鐘 

 

31
日 

 

一
月 

○
元
旦
初
祈
祷 

 
 

1
日 

○
年
頭
挨
拶
回
り 

 
 
 

1
～
4
日 

○
道
了
講
・
は
し
ご
の
り 

 

6
日 

○
野
村
家
法
事 

 
 

17
日 

○
永
峰
家
法
事 

○
地
蔵
講 

 
 

19
日 

 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
水
口
家
法
事 

 
 

4
日 

○
花
井
家
法
事 
 

 

27
日 

○
大
般
若
節
分
会 
 

 

31
日 

 

二
月 

○
道
了
講 

 
 

2
日 

○
大
田
家
法
事 

 
 

13
日 

○
地
蔵
講 

 
 

16
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 

 

16
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

 
 

 

21
日 

○
勝
又
家
法
事 

 
 

 

28
日 

 

【
住
職
･
寺
族
行
持
】 

十
二
月 

○
加
藤
学
園
陸
上
部
祝
賀
会 

  
 

1
日 

○
古
希
の
会 

 
 

 

2
日 

○
六
教
区
寺
族
会 

 
 

 

3
日 

○
六
教
区
歳
末
托
鉢
（
沼
津
駅
南
口
） 

 

4
日 

○
更
生
保
護
女
性
会
理
事
会 

 
 

7
日 

○
沼
津
市
仏
教
婦
人
会
理
事
会  

 

10
日 

○
静
岡
県
東
部
支
部
僧
職
研
修
会 

 

○
龍
吟
講  

 
 

 

16
日 

○
静
岡
洞
慶
院
梅
花
講
習
会 

 
 

17
日 

○
加
藤
学
園
忘
年
会  

 
 

18
日 

一
月 

○
本
山
拝
登 

 
 

 

14
日
～
15
日 

○
県
仏
教
婦
人
会
修
正
会 

 
 

18
日 

○
永
沼
新
年
会 

東
京
赤
坂  

 

28
日 

二
月 

○
霊
山
寺
大
般
若 

 
 

 

3
日 

○
宗
務
所
寺
族
研
修
４
日
～
５
日 

○
大
通
寺
大
般
若 

 
 

 

11
日 

○
興
隆
寺
先
住
忌
七
回
忌 

 
 

21
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

 

○
法
話(

各
宗
僧
侶)  

第
3
火
曜
日
13
時
半 

○
坐
禅(

住
職) 

 

第
1
月
曜
日
19
時 

○
写
経(

山
本
先
生)  

第
3
月
曜
日
9
時
半 

○
読
経
･
梅
花(

住
職
･寺
族) 

第
1・3
火
曜
日
10
時 

○
写
経 

 
 

毎
週
土
曜
日
6
時 

○
坐
禅(

住
職) 

 

毎
週
日
曜
日 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
年
末
に
ロ
ー
ソ
ク
を
灯
す
万
灯
供
養 

約
五
百
箇
の
灯
り
が
照
ら
さ
れ
る
様
子
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
光
景
で
す 

□
ペ
ッ
ト
供
養 

ペ
ッ
ト
は
ご
家
族
の
一
員
で
す
ね 

□
終
活
の
ご
相
談 

お
墓
の
継
承
の
不
安
、
墓
じ
ま
い
、
永
代
供
養
の
ご
相
談

に
こ
ら
れ
る
方
が
ふ
え
て
き
ま
し
た 

□
写
経
会
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

お
写
経
が
し
ず
か
な
ブ
ー
ム
で
す 

先
生
は
山
本
芙
美
子
先
生
で
す
。 

参
加
料
は
千
円
で
す 

□
梅
花
流
御
詠
歌
へ
の
お
す
す
め 

御
詠
歌
を
お
唱
え
す
る
お
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す 

月
に
二
回
の
勉
強
会
で
す 

□
新
年
は 

申
年 

厄
が
サ
ル 

良
き
ご
縁
を 

 

 

寺
族
が
風
船
カ
ズ
ラ
の
種
で
作
り
ま
し
た
。
お
分
け
し
て

い
ま
す
。 

 

【
編 

集 

後 

記
】 

今
年
の
流
行
語
大
賞
の
一
位
は
爆
買
い
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
だ
け
日
本
の
商
品
は
優
れ
て
い
る
証
拠
で
す
ね
。
日

本
人
は
外
国
の
製
品
に
ア
レ
コ
レ
い
い
ま
せ
ん
。
メ
イ
ド

イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
は
永
遠
に
不
滅
で
す
。
ド
イ
ツ
の
車
ワ
ー

ゲ
ン
の
信
頼
性
に
は
驚
き
ま
し
た
。
日
本
人
は
倫
理
的
に

も
世
界
で
一
番
す
ぐ
れ
た
民
族
だ
と
思
い
ま
す
。（
Ｓ
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ガン撲滅運動ルミナルエの夕べ（11/7） 

福島の被災者を囲んで 

「さんぽジュウム」（9/13） 

富士川第一小・中学校同窓会 in 三明寺（9/28） 副所長として清源院晋山結制に参加（11/1） 

お寺で婚活会 in 三明寺 教区青年会主催（11/28） 
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第 5、6回 大聖禅堂主 上村貞嘉師（10/20、11/17） 第 4 回 真楽寺前住職 勧山弘上人（9/15） 

門池公園内にある三明寺経塚供養（9/20） 教区梅花講の皆さんが集まっての講習会（10/26） 

やすらぎ大学 

檀信徒研修会 大本山永平寺（10/6･7） 永平寺福山諦法禅師と記念写真（10/7） 

秋彼岸供養会での「終活」の話 秋彼岸供養会･ペット供養会（9/20） 

 


	　


